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自作の鏡について
　自己の長い間の失敗や探索の未漸く最近に
勉物線鏡及び挙面のブイギユア・一Lリングの方
法為相等に會得すみ窓が出鉱、経輪た積んで
來れ影試瞼の智識により自分の理想亡して居
7；エ1）ソン・ウイス、カルプ1等一流の製作
者の到建して居ろ牧差。，10ミサ以内の鏡の製
作ゐteなし得ろ檬になつすこ。
　NKM5　60寸焦頃日巨離61吋・
　中央近い郡分に二三の傷為作り端に於て僅
か磨きが充分でない、磨きが終つナこ時の鏡形
1工凹石S端の差球心に於て6ミリである偏球
であっナこのでフ1ギユアーザングに六十分た
要ぜす時間総計1工15時間であった。抱物線量
する　1：　maしエリソン氏の説及自己の反：射鏡使
用の維瞼によって計算値OP　O・8為与え夜間の
温度降下に封し亭均rtしめUnderc・rrecti・nた
保ずこしめ7こ。　　　　　　ほ、穿希望近い：量毒r與
一．＿
@　　　　　　　　　　える事が出來すこ、影
中心より　敦差
68ξリ．　一〇．02ミリ
50　一〇．O1
30　十〇．03
10　十〇，03一）
によれば鏡翻工極め
て早旦であろか端に
Pt　・一ンダウン潜撃つ
7：0倍……ts［！300まで
充分保ii登されろ。
（鏡の表面匿総てピ
ンチ盤にて專門家同様に纏て手にて磨いて居
る）
　：NKM：66吋．焦黙距離52吋
　二二の経験に基いて磨きAe終るまでの仕事
時間旭川時間損まで短縮すゐ事が萬來ナ㍉し
かし磨きに完全であり傷に殆んざ無い、磨き
准終つ7こ時の鏡形は数センチの牧崖な示す強
い偏固艦であっ7こが、．双曲線ε異り一途1こ申
心々磨き下げて忌物線にずればよいのであろ
が、整形に要し「た時｝間t工四時…問に近い此の牛
ば端の強いTum　upた除去するに要しす；時間
であろ漸く因位に蓬しプこ時に中央の山を取る
爲に行つアご操作が不幸僅かに二三分過ぎナこ爲
に遂に除去し得ざる穴な作っt：、雌の穴に幾
度か除去な試み数分の一になつカが影試験に
より検禺し得る中央の小さき穴であろから少
しも差支え1工ない。
球齎よりのC・・recti・nの量1蛸冠鏡S同じく
0，8　Sし一旦z拝になり過ぎ六端た幾分球面に
中　村
近い形為取らしめt：
中心より　牧差
　69　一〇．02
　50　十〇．04
　30　十〇．05
　10　一〇．03
要
1　　　嚇二美辮欝
edgeが端より二三ミ可の所まで僅かに出現し
ナこ。儒占1：於一1・o・04ミ蝿度の牧三鐘1腹ほ穿
肖由1：左右禺來る。以上の鏡を球面或は双曲
線にする事も容易であるQ
　鏡の掛子材匡遇去英のウイスが二十年間專
曝し殆んご六十年の鍍銀反射鏡の歴史に於て
鍵㌧なく使用されて居る佛サン：eバン肚の硝
子が手に入るので今後此れか使用し7rい。（サ
ンゴバンに大戦後出祉の体格亡の封磯上故意
に品質に僅か低下されて居ろが）
　挙面鏡に現在手［：入る厚板硝子た一旦六十
分金剛砂にて亭主なろ曾爾子tして磨けろ後
我流の整形法により光學的亭面Sdるもので
ある。表面lt光波干渉法により必要なる表面
にD線波長の入分ノー決で正しいE判臨すみ
まで修正を惚け五分ノー波長（二十萬分ノー一s
吋）以上の：ni［存在せぬものミ確信して居ろ
李面た斜面の陪圓に切取ろ装置な有ぜぬ爲に
矩形のもので長邊の雨端ば四十五度の角筒に
早める爲に四十五度に切り取ってある。亭酊
Ii！短径一吋のものならば直径六センチの圓形
の硝子の中央より切漸してあろ。硲子材が普
rkffB子である爲に光學硝子程完全でないが少
なくSも反射の遣い像な少しでも幽すもので
ないごイ詳じて居るQ」『ド」面國の程度｛建碑F弓庭のも
のに劣るものでない。
　飴暇さえ評ぜば當分の問勉物線鏡it六吋，
二面に短打一吋・雫までのものならば留筆に反
．射望蓮鏡な作り引き特志家に實費で提供すろ
事力s出縛る事な御知らぜしブこい。
　自己の鏡の製作法虎面のi完全なる整形法及
び亭面の製作整形法等li近く脱稿の豫定であ
る「素人の反鮒望遠鏡」に褒れるにすである。
　NKM5に不用品であろ爲に希望者に譲りブこ
い。
　測定によれば中央の穴
　に僅かで（i［あろが『認め
　られろ。全面2）一般の
　形にぽy“希望通になつ
して居ろ。長時間の整形
